
江北地区における新たな交通手段（方向性）

郊外部の自治会とタクシー事業者による高齢者の通院・買物支援

江北地区協議会
（篠津、豊栄、美原、八幡自治会）

事業運営を委託

江北まちづくり会
デマンド型交通事業を実施

江別市

利用者（高齢者）
江北地区にお住いの高齢
者で、利用登録している方

事業運営に必要な経費を補助

・年会費：（月額換算）
300円～500円程度

・運 賃：
1乗車500円程度

乗合運送の実証運行イメージ

（開始後1年間程度）

＜デマンド型交通＞
・利用者（利用登録している高齢者）は、数日前までに往路・復路のどの便にどこから
乗車するのかを、江北まちづくり会へ事前に電話で予約する。
・江北まちづくり会は、予約受付の結果により、予約がある便のみタクシー事業者へ
運行指示し、これに基づきタクシー事業者が運行する。
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・高齢者の通院と買物を支援
・事前予約制（デマンド型交通）
・平日のみ運行、 自宅前⇔野幌駅周辺

江北地区内
利用者自宅

（例）
市立病院

（例）
ＪＲ江別駅

（例）
商業施設
公共施設

１日３往復６便

地区としての
一体的な取り組み

平成30年9月27日時点

市内タクシー事業者
による乗合運送（実証運行）

運行部分を委託

年会費支払

利用予約

運賃支払

運送の提供

運行指示

利用者とりまとめ

想定スケジュール
10月 運行制度の設計
10月 江北地区への事業周知チラシ配布、会員登録開始
10月～11月 地域公共交通活性化協議会（実証運行内容の決定）
10月～11月 国への実証運行許可申請
12月 実証運行開始
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